
株主総会に当日ご出席いただけない株主様

同封の議決権行使書のご返送またはインターネットにより
議決権をご行使いただきますようお願い申し上げます。

インターネット郵 送

決議事項

日　　時

場　　所

定時株主総会
招集ご通知第30回

フィールズ株式会社　証券コード：2767

2018年６月20日（水曜日）　
13時（受付開始 12時）

本年は開始時刻が変更となっております。

第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役７名選任の件
第３号議案　監査役１名選任の件

東京都渋谷区桜丘町26番１号
セルリアンタワー東急ホテル
Ｂ２Ｆ　ボールルーム

末尾の『株主総会会場ご案内図』をご参照いただき、
お間違えのないようお願い申し上げます。

パソコン・スマートフォン・
タブレット端末からも
ご覧いただけます。

https://s.srdb.jp/2767/
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代表取締役会長兼社長

To Our Shareholders｜株主の皆様へ

私たちフィールズは、この世界に暮らすすべての人々に最高の余暇を
創造し続ける企業であることを目指します。

　株主の皆様には、平素より格別のご支援

ご高配を賜り、誠にありがとうございます。

また、当社事業につき深くご理解頂いており

ますこと、重ねて御礼申し上げます。
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　我が国経済は、企業収益が持続的に改善し、個人
消費も緩やかな回復を続けておりますが、海外経済の
先行き不透明感もあり、本格的回復基調には至ってお
りません。
　遊技機業界におきましては、いくつかのメディアで
マーケットの縮小が伝えられていますが、当社では、
パチンコホール軒数は最盛期に比べ40％減少している
ものの、遊技機設置台数は６％減に留まっていると分析
しております。一方で、近年のマーケットの下降は、
2014年から2018年にかけての断続的な規制強化が
大きな要因ではないかとみております。
　当社が二期連続の赤字となりました要因のひとつは、
この断続的な規制強化を乗り越えるだけの十分なマー
ケティングや社内体制を構築できなかったことであると
考えております。株主の皆様には、ご心配をおかけし、
衷心よりお詫び申し上げます。
　しかしながら、本年2月の風適法改正規則※の施行
を境に、4年続いたこの混乱は収束し、今後マーケット
は回復基調となると予想しております。

　当社は、このマーケットの変化に対して利益の確保
と成長を確実なものとし、将来起こりうるであろう規則
改正にも対応できるようにするため、様々な施策を実
施しております。

　パチンコ・パチスロ事業におきましては、当社は日
本で唯一全国的な営業拠点を持つ流通企業でありま
すが、さらに営業力を強化するため、当期に新たに８つ
の拠点を開設し、全国34拠点体制としました。また、
商品開発力の高いメーカー各社とアライアンスを結
び、構造的に販売商品数を確保しやすい状況を構築し
ました。
　IP（知的財産）を各メディアに展開するクロスメディア
事業は、当社子会社である、ウルトラマンなど有力な
IPを保有する㈱円谷プロダクションと、日本有数のCG
制作スタジオである㈱デジタル・フロンティアに集約し
ました。これにより、さらに効率的なIPの開発・育成お
よび収益化を図ることができる体制となりました。
　グループ全体のコストについても、さらに最適化を
推進してまいります。

　今後も、パチンコ産業の新しいあり方の創造を目指
すとともに、IPの創出やコンテンツ開発に向けた挑戦
を続け、業界の持続的な発展のみならず、余暇市場
の成長に貢献していく所存です。
　株主の皆様からのご期待に応えるべく、グループを
挙げて精進してまいりますので、引き続きご指導、ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

※「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行規則」および「遊技機の認定及び型式の検定等に関する規則の一部を改正する規則」
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株 主 各 位

2018年６月５日

第30回定時株主総会招集ご通知

1. 日 時 2018年６月20日（水曜日）13時（受付開始 12時）
本年は開始時刻が変更となっております。

2. 場 所 東京都渋谷区桜丘町26番１号　セルリアンタワー東急ホテル　Ｂ２Ｆ　ボールルーム
（末尾の『株主総会会場ご案内図』をご参照いただき、お間違えのないようお願い申し上げます。）

3. 目的事項
報告事項 1. 第30期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）事業報告、連結計算書類

ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
2. 第30期（2017年４月１日から2018年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項 第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役７名選任の件
第３号議案　監査役１名選任の件

4. 招集にあたっての決定事項
５ページから６ページに記載の『議決権行使についてのご案内』をご参照ください。

東 京 都 渋 谷 区 南 平 台 町 16 番 17 号
フ ィ ー ル ズ 株 式 会 社
代表取締役会長兼社長　山本英俊

招集ご通知
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インターネットによる開示について
本株主総会に係る提供書面のうち以下の事項については、法令および当社定款の規定に基づき、当社ウェブサイトに掲載することにより提供
させていただきます。

■ 事業報告
	 1 �当社グループの現況に関する事項 

（7）主要な事業内容 
（8）従業員の状況 
（9）主要な借入先

	 3 �会社役員に関する事項 
�（3）社外役員に関する事項 
　②当事業年度における主要な活動状況 
　③責任限定契約の内容の概要

	 4 会計監査人の状況
	 5 会社の体制および方針
■ 連結計算書類
	� 連結株主資本等変動計算書 

連結注記表
■ 計算書類
	� 株主資本等変動計算書 

個別注記表
■ 監査報告書
	 連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

したがいまして、本株主総会招集ご通知の提供書面は、監査役および会計監査人が監査した対象の一部であります。

● 本株主総会に係る参考書類および提供書面に修正が生じた場合は、当社ウェブサイトに掲載させていただきます。
● 本株主総会招集ご通知および株主総会参考書類の英語訳は、当社ウェブサイトに掲載しております。

当社ウェブサイト：http://www.fields.biz/ir/

招集ご通知
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● インターネットによる議決権行使 ●

パソコン、スマートフォンまたは携帯電話等から、当社指定の
議決権行使ウェブサイトにアクセスいただき、同封の議決権
行使書用紙に記載の議決権行使コードおよびパスワードをご
利用のうえ、画面の案内に従って議案に対する賛否をご登録
ください。

議決権行使ウェブサイト

https://www.web54.net

※	議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際の接続料金および通信料金等は
株主様のご負担となります。

※	インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、
議決権行使ウェブサイトをご利用いただけない場合があります。

バーコード読取機能付のスマートフォンまたは
携帯電話等を利用して左の「QRコード」を	
読み取り、議決権行使ウェブサイトにアクセス
することも可能です。

行使期限

以降は画面の案内に従って
ご入力ください。

2018年6月19日（火曜日）
18時行使分まで

「次へすすむ」をクリックしてください。

①議決権行使ウェブサイトへアクセスする

╲クリック／

同封の議決権行使書用紙に記載された「議決権	
行使コード」をご入力いただき、「ログイン」をクリック	
してください。

②ログインする

╲クリック／

議決権行使コードを入力

議決権行使 についてのご案内
７ページ以降の株主総会参考書類をご検討いただき、
以下のいずれかの方法により、議決権をご行使くださいますようお願い申し上げます。

招集ご通知
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ご不明な点については、以下にお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。
株主名簿管理人　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

インターネットによる議決権行使について 0120-652-031（9時から21時まで）
その他のご照会 0120-782-031（平日9時から17時まで）

機関投資家の皆様へ
株式会社ICJが運営する『議決権電子行使プラットフォーム』をご利用いただけます。

● 株主総会への出席 ●

株主総会開催日時
2018年6月20日（水曜日）
13時（受付開始 12時）

2018年6月19日（火曜日）
18時到着分まで

行使期限

● 書面による議決権行使 ●

同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、	
会場受付にご提出ください。
開会直前には会場受付が大変混雑いたします	
ので、お早めのご来場をお願い申し上げます。
※�代理人による議決権のご行使は、議決権を有する株主の方
１名に委任する場合に限られます。
　�なお、この場合、代理権を証明する書面のご提出が必要と
なりますので、ご了承ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否を
ご表示いただき、行使期限までに当社株主名簿
管理人に到着するようご返送ください。
※�各議案に対し賛否の表示がない場合は、賛成のご表示が
あったものとして取り扱わせていただきます。

議決権行使
書

議決権行使
書

（1）	書面とインターネットにより二重に議決権を行使された場合は、インターネットによるものを有効な議決権行使として	
取り扱わせていただきます。

（2）	インターネットにより議決権を複数回行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使として取り扱わせて	
いただきます。

重複して行使された議決権の取り扱いについて

招集ご通知
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株主総会参考書類
Reference Materials for the Annual General Meeting of Shareholders

第１号議案
第２号議案
第３号議案

剰余金の処分の件
取締役７名選任の件
監査役１名選任の件

株主総会参考書類

7
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議案および参考事項
第１号議案　剰余金の処分の件
　当社は、企業価値の向上を経営の重要課題と位置づけ、利益に応じた適正な配当を行うことを基本方針としております。
　内部留保については、財務体質と経営基盤の強化および継続的な事業拡大と競争力の確保に向けた投資に有効活用して
いく方針であります。
　しかしながら、昨今の内外環境の急激な変化に伴い、中長期的な視点で財務基盤の安定化を図り、収益拡大に向けた投資
資金の確保を優先することが、将来的な企業価値向上も含めた総合的な株主還元の最大化に資すると判断するに至りまし
た。
　具体的な配当につきましては、誠に遺憾ではございますが、2017年５月９日付「平成29年３月期　決算短信」にて公表
いたしました配当予想から20円減配の１株につき５円とさせていただきたいと存じます。

期末配当に関する事項

配当財産の種類

　金　銭
1

配当財産の割当てに関する事項およびその総額

　当社普通株式１株につき５円
　総額165,918,500円

2

剰余金の配当が効力を生じる日

　2018年６月21日
3

株主総会参考書類
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第1号議案株主総会参考書類
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第２号議案　取締役７名選任の件
　本総会終結の時をもって、取締役全員（11名）が任期満了となります。つきましては、機動的な経営戦略を実現できる体
制の構築を図るべく、取締役を４名減員し、取締役７名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号 氏名 当社における地位および担当
（2018年５月11日現在） 取締役会出席状況（出席率）

1 再任 山
やま

本
もと

　英
ひで

俊
とし

代表取締役会長　兼　社長 17回／19回（89.47%）

2 再任 吉
よし

田
だ

　永
えい 専務取締役

PS事業統括本部 19回／19回（100.00％）

3 再任 栗
くり

原
はら

　正
まさ

和
かず 取締役

グループ経営戦略室 19回／19回（100.00％）

4 再任 小
お

澤
ざわ

　謙
けん

一
いち 取締役

グループ経営戦略室 19回／19回（100.00％）

5 再任 山
やま

中
なか

　裕
ひろ

之
ゆき 取締役

管理部 19回／19回（100.00％）

6 再任 糸
いと

井
い

　重
しげ

里
さと

 
社外

独立役員
社外取締役 17回／19回（89.47%）

7 新任 吉
よし

田
だ

　賢
けん

吉
きち

― ―

株主総会参考書類 第2号議案
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山
やま

本
もと

　 英
ひで

俊
とし

生年月日
1955年10月29日生
所有する当社の株式数
8,875,000株

1

取締役候補者とした理由
　山本英俊氏は、当社の創業者であり、創業以来、強いリーダーシップで当
社グループの経営を指揮し、事業を牽引しております。また、当社事業お
よび関連業界における高度な専門性と見識を有しており、当社グループの
意思決定および業務執行に対して重要な役割を果たしております。取締役
会としましては、同氏を当社の企業価値向上のための適切な人材と判断し、
取締役候補者といたしました。

略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

1988年 ６ 月 当社設立代表取締役社長
2007年 ６ 月 当社代表取締役会長
2018年 ５ 月 当社代表取締役会長兼社長（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社BOOOM取締役会長
株式会社デジタル・フロンティア取締役会長
株式会社円谷プロダクション取締役会長
株式会社ヒーローズ取締役
株式会社ほぼ日取締役（社外）

再任

株主総会参考書類
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栗
くり

原
はら

　 正
まさ

和
かず

生年月日
1960年１月12日生
所有する当社の株式数
－株

３

取締役候補者とした理由
　栗原正和氏は、コンテンツビジネスおよびIP事業戦略に関する見識を有
しており、当社発展のための事業戦略の構築およびその管理監督機能とし
て重要な役割を実効的に果たしております。取締役会としましては、同氏
を当社の企業価値向上のための適切な人材と判断し、取締役候補者といた
しました。

略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

1983年 ４ 月 株式会社システムコミュニケーションズ入社
1987年10月 株式会社電通入社
2007年 ５ 月 当社入社執行役員コミュニケーションマーケティング本部長
2008年 ６ 月 当社取締役商品本部長
2010年 ４ 月 当社常務取締役開発本部長
2011年 ４ 月 当社常務取締役コンテンツ本部長
2014年 ４ 月 当社常務取締役
2018年 ５ 月 当社取締役グループ経営戦略室（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社ナンバーナイン取締役

再任

吉
よし

田
だ

　 永
えい

　
生年月日
1962年５月５日生
所有する当社の株式数
－株

２

取締役候補者とした理由
　吉田永氏は、PS業界における豊富な経験と高い専門性を有しており、当
社のPS事業の販売部門の責任者として、PS事業全般の推進および監督双
方の役割と責務を実効的に果たしております。取締役会としましては、同
氏を当社の企業価値向上のための適切な人材と判断し、取締役候補者とい
たしました。

略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

1987年 ４ 月 日拓エンタープライズ株式会社入社
2000年11月 同社常務執行役員
2005年 ５ 月 ジー・アンド・イー株式会社常務取締役
2007年 ６ 月 同社代表取締役社長
2010年 ３ 月 株式会社総合メディア設立代表取締役社長
2016年 ４ 月 当社入社執行役員PS事業統括本部長
2016年 ６ 月 当社専務取締役PS事業統括本部長（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社総合メディア取締役

再任

株主総会参考書類 第2号議案
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４ 略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

1990年 ４ 月 株式会社埼玉銀行入行
2005年 ５ 月 みずほ証券株式会社入社
2006年 ９ 月 楽天株式会社入社
2008年10月 同社経理部長
2010年 １ 月 当社入社計画管理本部副本部長
2010年 ４ 月 当社執行役員計画管理本部副本部長
2014年 ４ 月 当社執行役員
2014年 ６ 月 当社常務取締役
2018年 ５ 月 当社取締役グループ経営戦略室（現任）

（重要な兼職の状況）
フィールズジュニア株式会社代表取締役社長
株式会社エスピーオー取締役
ルーセント・ピクチャーズエンタテインメント株式会社監査役
トータル・ワークアウトプレミアムマネジメント株式会社監査役
株式会社フューチャースコープ監査役
株式会社デジタル・フロンティア監査役
株式会社円谷プロダクション監査役 
株式会社ミズホ監査役
株式会社ヒーローズ監査役

再任

取締役候補者とした理由
　小澤謙一氏は、経理分野における豊富な経験や管理会計分野における高
い専門性を有しており、当社グループの監視機能として重要な役割を実効
的に果たしております。取締役会としましては、同氏を当社の継続的な企
業価値向上のための適切な人材と判断し、取締役候補者といたしました。

小
お

澤
ざわ

　 謙
けん

一
いち

生年月日
1966年11月20日生
所有する当社の株式数
－株
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山
やま

中
なか

　 裕
ひろ

之
ゆき

生年月日
1967年12月23日生
所有する当社の株式数
30,000株

５

取締役候補者とした理由
　山中裕之氏は、経理・財務における豊富な経験と見識を有しており、経
理・財務部門の責任者として管理および監督双方の役割と責務を実効的に
果たしております。取締役会としましては、同氏を当社の継続的な企業価
値向上のための適切な人材と判断し、取締役候補者といたしました。

略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

1989年 ５ 月 当社入社
2000年 ４ 月 当社取締役管理本部長
2006年 ６ 月 当社取締役計画管理本部長
2018年 ５ 月 当社取締役管理部長（現任）

（重要な兼職の状況）
ルーセント・ピクチャーズエンタテインメント株式会社取締役
新日テクノロジー株式会社監査役
株式会社BOOOM監査役
株式会社マイクロキャビン監査役
株式会社クロスアルファ監査役
株式会社スパイキー監査役
株式会社七匠監査役

再任

糸
いと

井
い

　 重
しげ

里
さと

生年月日
1948年11月10日生
所有する当社の株式数
80,000株

6 略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

社外取締役候補者とした理由
　糸井重里氏は、コピーライター、エッセイストなどの多彩な活動実績や
豊富な経験、独自の発想から当社のクリエイティブおよび経営指標に対し
て重要かつ有益なアドバイスをいただいております。取締役会としまして
は、同氏を当社の経営ならびにビジネスに対して適切にコーチングあるい
は監督いただける人材と判断し、社外取締役候補者といたしました。なお、
同氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって17年となります。

【活動状況】　取締役会出席　17回／19回　（89.47％）

1979年12月 有限会社東京糸井重里事務所（現 株式会社ほぼ日）設立
代表取締役社長（現任）

2001年 ６ 月 当社取締役（社外）（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社ほぼ日代表取締役社長

再任 社外 独立役員

株主総会参考書類 第2号議案
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吉
よし

田
だ

　 賢
けん

吉
きち

生年月日
1962年２月２日生
所有する当社の株式数
－株

7

取締役候補者とした理由
　吉田賢吉氏は、PS業界における豊富な経験、実績および高い専門性を有
しており、当社グループのPS事業の開発部門の実質的な責任者として、そ
の責務を実効的に果たしております。取締役会としましては、同氏を当社
の企業価値向上のための適切な人材と判断し、取締役候補者といたしまし
た。

略歴、当社における地位および担当（重要な兼職の状況）

1984年 ４ 月 株式会社セガ・エンタープライゼス入社
2004年 ６ 月 サミー株式会社代表取締役社長（COO）
2007年 ９ 月 アルゼ分割準備株式会社代表取締役社長
2012年 ３ 月 株式会社BOOOM代表取締役社長（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社BOOOM代表取締役社長
新日テクノロジー株式会社取締役
株式会社マイクロキャビン取締役

新任

（注）	１.取締役候補者吉田賢吉氏が代表取締役社長を務める株式会社BOOOMとの間にPS開発関連の取引があります。
	 　 その他の各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
	 ２.取締役候補者糸井重里氏に関する事項は、以下のとおりであります。
	 （1）	� 同氏は、社外取締役の候補者であります。なお、当社は、同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指

定し、同取引所に届け出ております。
	 （2）	� 同氏は、現在当社の社外取締役であり、当社との間で会社法第427条第１項に基づき、同法第423条第１項の責任

を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、金３百万円または法令の定め
る最低責任限度額のいずれか高い額としております。つきましては、同氏の再任をご承認いただいた場合には、社
外取締役に期待される役割を十分発揮できるよう、当該契約を継続する予定であります。
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第３号議案　監査役１名選任の件
　監査役中元紘一郎氏は、本総会終結の時をもって辞任により退任いたします。つきましては、監査役１名の選任をお願い
いたしたいと存じます。
　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は次のとおりであります。
　また、当該候補者は中元紘一郎氏の補欠監査役候補者であり、その任期は当社定款の定めにより、退任された監査役の任
期の満了する時までとなります。

アールフット依
より

子
こ

生年月日
1962年２月26日生
所有する当社の株式数
－株

略歴、当社における地位（重要な兼職の状況）
新任 社外 独立役員

1984年 ４ 月 株式会社毎日コミュニケーションズ入社
1986年 ９ 月 プロクター・アンド・ギャンブル・ファー・イースト・イ

ンク入社
2001年10月 ウォルト・ディズニー・インターナショナル・ジャパン

株式会社ディズニー・パブリッシング・ワールドワイド 
日本代表兼バイスプレジデント

2005年11月 ワーナー・エンターテイメントジャパン株式会社ワー
ナー・ブラザースコンシューマプロダクツ 日本・韓国
代表

2015年12月 株式会社ボッテガ・ティグレ代表取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社ボッテガ・ティグレ代表取締役

社外監査役候補者とした理由
　アールフット依子氏は、長年にわたりコンテンツビジネス業界に携わり、
その豊富な経験に基づく高度な知識と専門性を背景に、独立的な立場かつ
多角的な視点から助言をいただけるものと判断し、社外監査役候補者とい
たしました。

（注）	１.監査役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
	 ２.監査役候補者に関する事項は、以下のとおりであります。
	 （1）	� 同氏は、社外監査役の候補者であります。同氏の選任をご承認いただいた場合、同氏を東京証券取引所の定めに基

づく独立役員として指定し、同取引所に届け出る予定であります。
	 （2）	� 同氏の選任をご承認いただいた場合、社外監査役に期待される役割を十分発揮できるよう、当社との間で会社法

第427条第１項に基づき、同法第423条第１項の責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基
づく損害賠償責任の限度額は、金３百万円または法令の定める最低責任限度額のいずれか高い額としております。

以　上

株主総会参考書類 第3号議案
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事業報告
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1 当社グループの現況に関する事項
　

（1）損益および財産の状況の推移
当社グループの損益および財産の状況の推移

　

期別

項目
第27期

（2015年３月期）
第28期

（2016年３月期）
第29期

（2017年３月期）
第30期

（当連結会計年度）
（2018年３月期）

売上高 （百万円） 99,554 94,476 76,668 61,055

営業利益または営業損失（△） （百万円） 4,760 1,411 △5,374 △5,738

経常利益または経常損失（△） （百万円） 5,491 1,380 △9,068 △5,204
親会社株主に帰属する当期純利益
または親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

（百万円） 3,018 118 △12,483 △7,691

１株当たり当期純利益または
当期純損失（△） 90円97銭 3円58銭 △376円19銭 △231円77銭

総資産 （百万円） 110,316 92,478 80,397 72,357

純資産 （百万円） 60,246 58,291 43,227 35,509

１株当たり純資産 1,792円83銭 1,726円88銭 1,272円48銭 1,054円99銭

ROE （%） 5.13 0.20 △25.08 △19.92

ROA （%） 5.10 1.36 △10.49 △6.81

自己資本比率 （%） 53.93 61.97 52.52 48.38

フリー・キャッシュ・フロー （百万円） △15,384 11,162 △11,246 3,304
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（2）事業の経過およびその成果
　

　当期のパチンコ・パチスロ業界においては、
2018年2月1日施行の「風適法施行規則改正」※に
より、メーカーの開発・販売スケジュールならび
にホールの遊技機購買意欲に大きな影響を与えま
した。このため、遊技機市場の当期総販売台数
は、前年同期比40万台減となる208万台となりま
した（当社調べ）。
　こうした市場環境の下、第3四半期累計期間（4
月－12月）まではおおむね計画どおり進捗いたし
ましたが、2018年2月20日付「業績予想の修正
に関するお知らせ」のとおり、大型タイトルを含
む複数機種の型式試験結果交付がなされず、第4
四半期（1月－3月）での販売を断念することとな
りました。これにより当期の遊技機販売台数は、
前年同期比5万台減となる19万台の計上となりま
した。
　経営基盤の整備・強化においては、グループを

含むクロスメディア事業の再構築、営業拠点の新
設を進める一方、経営効率化によるコスト削減施
策を推進し、販管費は前年同期比約40億円相当の
大幅な削減となりました。

　以上の結果、当期売上高61,055百万円（前年
同期比20.36％減）、営業損失5,738百万円（前年
同期から364百万円増）、持分法適用関連会社の
財務状況の好転により経常損失5,204百万円（前
年同期から3,863百万円改善）、投資有価証券評
価損等の特別損失が発生したため、親会社株主に
帰属する当期純損失7,691百万円（前年同期から
4,792百万円改善）となりました。

※2018年2月1日施行「風俗営業等の規制及び業務の適正
化等に関する法律施行規則」および「遊技機の認定及び
型式の検定等に関する規則の一部を改正する規則」

　
　
（ご参考）次期の見通し

　（単位：百万円）
2017年3月期実績 2018年3月期実績 2019年3月期見通し

増減率 増減率
売上高 76,668 61,055 △20.36％ 95,000 ＋55.60％
　売上総利益 17,641 13,400 △24.04％ 17,000 ＋26.86％
　販管費 23,015 19,138 △16.84％ 15,000 △21.63％
営業利益 △5,374 △5,738 ― 2,000 ―
経常利益 △9,068 △5,204 ― 2,500 ―
親会社株主に帰属する
当期純利益 △12,483 △7,691 ― 1,500 ―

　パチンコ・パチスロ市場では、2014年から相
次いだ規制強化が、2018年2月1日施行の「風適
法施行規則改正」をもって落ち着き、各メーカー
は新たな遊技機開発に注力できる環境になりまし

た。今後は、新たなゲーム性を有した遊技機が安
定的に提供されることが見込まれております。
　また、ホールの動向について、この20年間を見
てみますと、営業店舗数は、図表①のとおり、
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1997

17,773 17,426 17,173

2000

16,988 16,801 16,504 16,076 15,617

2005

15,165 14,674
13,585 12,937 12,652

2010

12,479 12,323 12,149 11,893 11,627

2015

11,310 10,986

2017

10,596

（店舗） パチンコホール数小規模ホールの淘汰、優良法人によるM&Aの加速

（年）

20,000

16,000

12,000

8,000

4,000

2,000

18,000

14,000

10,000

6,000

0

40.38％減

1997

4,763 4,710 4,709

2000

4,746 4,780 4,858 4,888 4,964

2005

4,897 4,936
4,590 4,525 4,505

2010

4,554 4,582 4,591 4,611 4,597

2015

4,579 4,525

2017

4,436
880 1,004 1,139 1,323 1,459 1,606 1,660 1,887 1,936 2,003 1,635 1,448 1,347 1,390 1,474 1,549 1,602 1,643 1,661 1,691

（千台） パチンコ設置台数

（年）

6,000

4,000

2,000

5,000

3,000

1,000

0

パチスロ設置台数

6.87％減

1,687

3,883 3,706 3,569 3,422 3,321 3,252 3,227 3,077 2,960 2,932 2,954 3,076 3,158 3,163 3,107 3,042 3,009 2,954 2,918 2,833 2,749

　
小規模ホールの淘汰が進み、17,773店舗 (1997
年) から40.38％減となる10,596店舗 (2017年)
に減少しております。一方、遊技機設置台数は、
図表②のとおり、476.3万台（1997年）から6.87

％減となる443.6万台（2017年）と安定的に推
移しております（以上、警察庁調べ）。これは、
ホールの大型化を意味し、より快適な遊技空間・
遊技環境の整備が継続するものと予測されます。

　
図表① パチンコホール数 推移
　

　
図表② 遊技機設置台数 推移
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2018年2月 業界大手2メディアと動画配信会社設立
第3四半期から本格始動

●1998年設立、エンタテインメント全般を
　対象とした紙誌を発行

●1963年設立、同年よりパチンコ業界誌
　 「グリーンべると」を発刊

　
　以上のことから、パチンコ・パチスロ業界にお
いては、パチンコ・パチスロビジネスを発展・進
化させるため、ホールとメーカーが一体となった
大きな変革を求められるときを迎えています。
　このような状況の下、当社は、ホールとメーカ
ーの間に立つ流通企業として回帰し、さらに機能
を強化することとしました。従来以上に、ホール
へのきめ細かなサービス提供や遊技機の安定供給
に努めるため、営業拠点の拡充および機能強化を

図ってまいります。さらに、図表③のとおり、大
手業界出版社2社と協働にて設立したジャパン・
プレミアム・ブロードキャスト株式会社を通じ
て、第3四半期から遊技機情報等の動画情報配信
サービスを開始する予定です。当社は、流通企業
としてさまざまな新しい取り組みを通じて、パチ
ンコ・パチスロビジネスに大きな変革が求められ
るこのときをビジネスチャンスと捉えて、株主利
益に貢献してまいります。

　

図表③ 新たな動画情報配信
　

　

　また、これら流通事業の強化に加え、グループ
事業として、株式会社BOOOMを中心とするパチ
ンコ・パチスロ遊技機の開発事業、株式会社円谷
プロダクションおよび株式会社デジタル・フロン
ティアを中心とするコンテンツ・映像事業を推進
いたします。あわせて、一層の経営効率化を継続
的に推進してまいります。

　以上により、次期の売上高は95,000百万円
（前年同期比＋55.60％）、営業利益は2,000百万
円（同7,738百万円増）、経常利益は2,500百万円
（同7,704百万円増）、親会社株主に帰属する当期
純利益は1,500百万円（同9,191百万円増）を計
画しております。
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(3) 設備投資等の状況

(4) 資金調達の状況

(5) 対処すべき課題

　当連結会計年度の設備投資額は895百万円であり、その主な内容は店舗の移転および支店の改修・改装等の費用であ
ります。

　該当事項はありません。

　パチンコ・パチスロ市場においては、相次ぐ規制強化や規則改正が行われ、メーカーの開発・販売スケジュールならび
にホールの遊技機購買意欲に大きな影響を与えています。
　このため、当社グループでは、市場環境の変化に動じない事業構造を構築するため、商品ラインアップの見直しやメー
カー各社とのパートナーシップ拡充、営業拠点の拡充および機能強化を図るなど、流通基盤強化を推進しています。ま
た、遊技機販売のみならず、ホール向け遊技機情報等の動画情報配信サービスなど、遊技機周辺における様々なソリュ
ーションの提供を行い、収益機会の多様化を図っています。
　さらに、持続的な成長に向けて、グループを「PS流通」、「PS開発」、「IP&MD」、「映像」の４つのカンパニーに再編いた
します。このグループ全体の経営資源・機能の最適配置により、意思決定スピードの向上およびグループ全体の包括的
なコストコントロールの実現など、より機動的かつ効率的に事業を推進することで、事業基盤の強化・整備に取り組む
所存です。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　

21
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（6）重要な子会社等の状況および主要拠点等
①重要な子会社および関連会社の状況

会 社 名 資本金
（百万円）

当社の
議決権比率（%） 主要な事業内容 所 在 地

フィールズジュニア株式会社 10 100.00 遊技機のメンテナンス等 東京都渋谷区

新日テクノロジー株式会社 10 100.00 遊技機の開発 東京都目黒区

株式会社B O O O M 10 100.00 遊技機の企画・開発 東京都渋谷区

株式会社マイクロキャビン 10 100.00 遊技機用ソフトウェアの企画・開発 三重県四日市市

株式会社クロスアルファ 10 100.00 遊技機の開発・製造 東京都渋谷区

株式会社スパイキー 100 100.00
（100.00）遊技機の開発・製造 東京都渋谷区

ルーセント・ピクチャーズ
エンタテインメント株式会社 10 99.89 アニメーションの企画・制作およびプロデュース 東京都渋谷区

トータル・ワークアウトプレミアム
マネジメント株式会社 5 95.00 フィットネスクラブの経営・運営 東京都渋谷区

株式会社フューチャースコープ 60 94.40 モバイルコンテンツの提供サービスおよび通信販売 東京都渋谷区

株式会社デジタル・フロンティア 31 86.95 コンピュータ・グラフィックスの企画・制作等 東京都渋谷区

株式会社円谷プロダクション 310 51.00 映画、テレビ番組の企画・製作
キャラクター商品の企画・製作・販売 東京都渋谷区

株式会社ミズホ 10 49.75 遊技機の企画・開発・製造・販売 東京都江東区

株式会社ヒーローズ 10 49.00 コミック誌、キャラクターコンテンツの企画・運営・
製作 東京都渋谷区

株式会社七匠 40 38.89 遊技機の企画・開発・製造・販売 東京都渋谷区

株式会社総合メディア 10 35.00 セールスプロモーションに関する企画・制作 東京都渋谷区

株式会社エスピーオー 100 31.81 映画の企画・制作・配給等 東京都中央区

株式会社ナンバーナイン 118 24.88 漫画のセレクトショップ『マンガトリガー』の開発・
運営等 東京都渋谷区

（注）当社の議決権比率の( )内は、間接所有割合を内書きで記載しております。
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東京支社
6支店

大阪支社  
３支店

名古屋支社  
４支店

中・四国支社
３支店九州支社

４支店

北海道・東北支社
３支店

北関東支社
３支店

②当社の主要拠点等

事 業 所 所 在 地

本社 東京都渋谷区

支社
および
支店

北海道・東北支社 宮城県仙台市
札幌支店 北海道札幌市
仙台支店 宮城県仙台市
青森支店 青森県青森市
北関東支社 群馬県高崎市
高崎支店 群馬県高崎市
新潟支店 新潟県新潟市
郡山支店 福島県郡山市
東京支社 東京都台東区
東京支店 東京都台東区
西東京支店 東京都八王子市
千葉支店 千葉県千葉市
さいたま支店 埼玉県さいたま市
横浜支店 神奈川県横浜市
つくば支店 茨城県つくば市
名古屋支社 愛知県名古屋市
名古屋支店 愛知県名古屋市
三重支店 三重県四日市市
静岡支店 静岡県静岡市
金沢支店 石川県金沢市
大阪支社 大阪府大阪市
大阪支店 大阪府大阪市
京都支店 京都府京都市
神戸支店 兵庫県神戸市
中・四国支社 広島県広島市
広島支店 広島県広島市
山口支店 山口県山口市
松山支店 愛媛県松山市

事 業 所 所 在 地

支社
および
支店

九州支社 福岡県福岡市
福岡支店 福岡県福岡市
佐賀支店 佐賀県佐賀市
熊本支店 熊本県熊本市
鹿児島支店 鹿児島県鹿児島市

店舗

トータル・ワークアウト
渋谷店 東京都渋谷区
六本木ヒルズ店 東京都港区
福岡店 福岡県福岡市
AKB48 CAFE&SHOP
秋葉原店 東京都千代田区

（注）上記主要拠点のほか、全国８ヵ所（盛岡、秋田、宇都宮、長野、高松、岡山、大分、宮崎）にショールームを開設しており
ます。
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2 株式に関する事項
　

（1）発行可能株式総数 138,800,000株

（2）発行済株式の総数 34,700,000株（自己株式1,516,300株を含む。）

（3）株主数 8,861名

（4）大株主
株 主 名 持 株 数（株） 持 株 比 率（％）

山本 英俊 8,875,000 26.75
株式会社ＳＡＮＫＹＯ 4,975,000 14.99
山本 剛史 3,612,800 10.89

ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ ＣＯ．（ＡＶＦＣ）ＲＥ ＮＶＩ０１ 1,601,400 4.83

有限会社ミント 1,600,000 4.82
ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ ＣＯ．（ＡＶＦＣ）ＲＥ ＩＥＤＵ ＵＣＩＴＳ ＣＬＩＥＮＴ
Ｓ ＮＯＮ ＬＥＮＤＩＮＧ １５ ＰＣＴ ＴＲＥＡＴＹ ＡＣＣＯＵＮＴ 786,600 2.37

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー ５０５０１９ 619,600 1.87
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 584,800 1.76
ノーザン トラスト カンパニー（エイブイエフシー）アカウント ノン トリーティー 496,100 1.50
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＬＯＮＤＯＮ ＣＡＲＥ ＯＦ ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ
ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ,ＢＯＳＴＯＮ ＳＳＢＴＣ Ａ／Ｃ ＵＫ ＬＯＮＤＯＮ ＢＲＡＮＣＨ ＣＬ
ＩＥＮＴＳ－ＵＮＩＴＥＤ ＫＩＮＧＤＯＭ

416,300 1.25

　

（注）１．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式は、全て信託業務に係る株式数です。
　 ２．当社は、自己株式1,516,300株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いております。

３．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
４．2017年９月14日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、ダルトン・インベストメン

ツ・エルエルシーが2017年９月11日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当事業
年度末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

５．2018年２月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、日本バリュー・インベスタ
ーズ株式会社が2018年２月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当事業年度
末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりです。
　

氏名または名称 住所 保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

ダルトン・インベストメンツ・エルエルシー 1601 Cloverfield Blvd., Suite 5050N,
Santa Monica, CA 90404, USA 1,519,500 4.58

日本バリュー・インベスターズ株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目８-１ 3,828,400 11.54
　
（5）その他株式に関する重要な事項
　

該当事項はありません。
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3 会社役員に関する事項
　

（1）取締役および監査役の氏名等
　

氏 名 地位および担当 重 要 な 兼 職 の 状 況

山 本 英 俊 代表取締役会長

株式会社ＢＯＯＯＭ取締役会長
株式会社デジタル・フロンティア取締役会長
株式会社円谷プロダクション取締役会長
株式会社ヒーローズ取締役
株式会社ほぼ日取締役（社外）

繁 松 徹 也 代表取締役社長 株式会社円谷プロダクション取締役

秋 山 清 晴 取締役副社長 ―

吉 田 永 専務取締役
PS事業統括本部長 株式会社総合メディア取締役

栗 原 正 和 常務取締役 株式会社ナンバーナイン取締役

藤 井 晶 常務取締役 ―

小 澤 謙 一 常務取締役

フィールズジュニア株式会社代表取締役社長
新日テクノロジー株式会社取締役
株式会社ＢＯＯＯＭ取締役
株式会社エスピーオー取締役
株式会社クロスアルファ監査役
株式会社スパイキー監査役
ルーセント・ピクチャーズエンタテインメント株式会社監査役
トータル・ワークアウトプレミアムマネジメント株式会社監査役
株式会社フューチャースコープ監査役
株式会社デジタル・フロンティア監査役
株式会社円谷プロダクション監査役
株式会社ミズホ監査役
株式会社ヒーローズ監査役
株式会社七匠監査役

山 中 裕 之 取締役
計画管理本部長 ルーセント・ピクチャーズエンタテインメント株式会社取締役

藤 島 輝 男 取締役 ―

鎌 形 英 一 取締役
クロスメディア事業統括本部長 ルーセント・ピクチャーズエンタテインメント株式会社代表取締役社長

糸 井 重 里 取締役
社外 独立役員 株式会社ほぼ日代表取締役社長
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氏 名 地 位 重 要 な 兼 職 の 状 況

池 澤 憲 一 常勤監査役
社外 独立役員 ―

古 田 善 香 監査役
社外 独立役員 古田善香税理士事務所所長

中 元 紘一郎 監査役
社外 ―

　

（注）１．取締役糸井重里氏は、会社法に定める社外取締役であります。
２．監査役池澤憲一、古田善香および中元紘一郎の各氏は、会社法に定める社外監査役であります。
３．当社は、取締役糸井重里ならびに監査役池澤憲一および古田善香の各氏を、東京証券取引所の定めに基づく独立役員と
して指定し、同取引所に届け出ております。

４．監査役池澤憲一氏は、長年にわたり経理・財務業務に携わり、その経歴を通じて培われた知識や見識などを活かしたグ
ループ内部統制に関する十分な見識を有しております。

５．当事業年度中の取締役および監査役の異動は、次のとおりであります。
（1）2017年６月21日開催の第29回定時株主総会終結の時をもって、大屋高志および伊藤英雄の両氏は任期満了により取締

役を退任いたしました。
（2）2017年６月21日開催の第29回定時株主総会終結の時をもって、小池敕夫氏は任期満了により監査役を退任いたしまし

た。
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（2）取締役および監査役の報酬等の額
　

区 分 支 給 人 員 支 給 額

名 百万円
取締役

（うち社外取締役）
13
（1）

527
（9）

監査役
（うち社外監査役）

4
（4）

15
（15）

合計 17 542
　

（注）１．2014年６月18日開催の第26回定時株主総会決議に基づく取締役の報酬額は、年額1,100百万円以内（うち社外取締役
50百万円以内）、2005年６月29日開催の第17回定時株主総会決議に基づく監査役の報酬額は、年額50百万円以内であり
ます。

２．上記、取締役および監査役の支給人員には、2017年６月21日開催の第29回定時株主総会終結の時をもって退任した取締
役２名および監査役１名が含まれております。

　
（3）社外役員に関する事項
　

①重要な兼職先と当社との関係
　

区 分 氏 名 兼 職 先 兼職内容 当該他の法人等との関係

社外取締役 糸 井 重 里 株式会社ほぼ日 代表取締役社長 当社と株式会社ほぼ日との間に重要な取引
その他の関係はありません。

社外監査役 池 澤 憲 一 ― ― ―

社外監査役 古 田 善 香 古田善香
税理士事務所 所長 当社と古田善香税理士事務所との間に重要

な取引その他の関係はありません。

社外監査役 中 元 紘 一 郎 ― ― ―

　
　
　
　
　
　
　
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
本事業報告中の記載数字は、金額については表示単位未満を切捨てて表示し、百分率については小数点以下
第３位を四捨五入しております。
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連結貸借対照表
　（単位：百万円）

科 目 第30期
2018年3月31日現在

（ご参考）
第29期

2017年3月31日現在

資産の部
流動資産 42,651 45,856
　現金及び預金 24,473 23,190
　受取手形及び売掛金 7,019 12,727
　電子記録債権 1,097 2,108
　商品及び製品 1,206 650
　仕掛品 2,804 686
　原材料及び貯蔵品 83 87
　商品化権前渡金 1,468 2,398
　繰延税金資産 475 136
　その他 4,084 3,943
　貸倒引当金 △61 △73
固定資産 29,706 34,540
　有形固定資産 5,279 10,366
　 建物及び構築物 2,735 2,352
　 機械装置及び運搬具 30 43
　 工具、器具及び備品 564 636
　 土地 1,873 7,206
　 建設仮勘定 75 127
　無形固定資産 1,385 2,469
　 のれん 662 1,007
　 その他 723 1,461
　投資その他の資産 23,041 21,705
　 投資有価証券 6,773 8,223
　 長期貸付金 11,781 8,156
　 繰延税金資産 204 496
　 その他 4,838 4,972
　 貸倒引当金 △556 △144
　資産合計 72,357 80,397

科 目 第30期
2018年3月31日現在

（ご参考）
第29期

2017年3月31日現在

負債の部
流動負債 22,480 20,475
　 支払手形及び買掛金 11,358 12,792
　 短期借入金 4,151 281

1年内返済予定の長期借入金 2,580 2,600
　 未払法人税等 171 126
　 賞与引当金 288 357
　 役員賞与引当金 9 －
　 返品調整引当金 6 22
　 その他 3,914 4,295
固定負債 14,367 16,694
　 長期借入金 9,427 12,607
　 退職給付に係る負債 660 615
　 資産除去債務 879 386
　 その他 3,399 3,085
　負債合計 36,847 37,170
純資産の部
株主資本 34,391 44,156
　資本金 7,948 7,948
　資本剰余金 7,579 7,994
　利益剰余金 20,684 30,035
　自己株式 △1,821 △1,821
その他の包括利益累計額 617 △1,930
その他有価証券評価差額金 669 △1,836
為替換算調整勘定 0 0
退職給付に係る調整累計額 △53 △94

非支配株主持分 500 1,002
　純資産合計 35,509 43,227
　負債純資産合計 72,357 80,397

　
POINT１資産の部 POINT２負債の部 POINT３純資産の部
　資産の部は前連結会計年度から8,040百
万円減少し、72,357百万円となりまし
た。これは主に、遊休資産（土地）の減少
により固定資産が前期末から4,834百万円
減少したためです。

　負債の部は前連結会計年度から322百万
円減少し、36,847百万円となりました。
これは主に、長期借入金の減少により固定
負債が前期末から2,327百万円減少したた
めです。

　純資産の部は前連結会計年度から7,718
百万円減少し、35,509百万円となりまし
た。これは主に、利益剰余金が前期末から
9,350百万円減少したためです。
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連結損益計算書
（単位：百万円）

科 目 第30期
(2017 年 4 月 1 日から)2018 年 3 月31日まで

（ご参考）
第29期

(2016 年 4 月 1 日から)2017 年 3 月31日まで
売上高 61,055 76,668
売上原価 47,655 59,027
　売上総利益 13,400 17,641
販売費及び一般管理費 19,138 23,015
　営業損失（△） △5,738 △5,374
営業外収益 1,030 774
　受取利息 115 88
　受取配当金 175 182
　仕入割引 129 159
　受取賃貸料 1 65
　投資有価証券運用益 － 0
　出資分配金 186 67
　持分法による投資利益 306 －
　その他 116 208
営業外費用 496 4,468
　支払利息 81 41
　持分法による投資損失 － 3,866
　出資金償却 191 158
　資金調達費用 5 252
　関係会社貸倒引当金繰入額 163 30
　その他 53 119
　経常損失（△） △5,204 △9,068
特別利益 941 68
　関係会社株式売却益 0 20
　固定資産売却益 939 27
　関係会社清算益 － 19
　その他 2 0
特別損失 3,123 1,517
　訴訟関連損失 400 352
　固定資産除却損 117 239
　減損損失 334 620
　出資金評価損 － 78
　投資有価証券評価損 2,185 －
　関係会社債権放棄損 － 16
　関係会社株式評価損 7 8
　関係会社貸倒引当金繰入額 － 54
　その他 78 148
税金等調整前当期純損失（△） △7,386 △10,517
法人税等 211 1,707
　法人税、住民税及び事業税 266 437
　法人税等調整額 △55 1,269
当期純損失（△） △7,597 △12,225
非支配株主に帰属する当期純利益 93 257
親会社株主に帰属する当期純損失（△） △7,691 △12,483
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貸借対照表
　（単位：百万円）

科 目 第30期
2018年3月31日現在

（ご参考）
第29期

2017年3月31日現在

資産の部
流動資産 36,167 41,731
　現金及び預金 21,981 21,063
　受取手形 1,575 3,203
　売掛金 4,219 7,614
　電子記録債権 1,097 2,108
　商品及び製品 1,182 635
　原材料及び貯蔵品 79 79
　短期貸付金 634 504
　前渡金 856 455
　商品化権前渡金 1,808 2,813
　前払費用 709 867
　その他 2,021 2,420
　貸倒引当金 △0 △33
固定資産 31,351 34,281
　有形固定資産 2,381 6,818
　 建物 1,651 986
　 構築物 3 3
　 車両運搬具 11 17
　 工具、器具及び備品 395 459
　 土地 313 5,278
　 建設仮勘定 6 73
　無形固定資産 742 1,381
　 ソフトウエア 660 1,268
　 その他 82 113
　投資その他の資産 28,226 26,081
　 投資有価証券 5,523 1,267
　 関係会社株式 6,565 10,752
　 出資金 570 658
　 長期貸付金 8 12
　 関係会社長期貸付金 14,252 12,958
　 破産更生債権等 12 11
　 長期前払費用 24 80
　 敷金及び保証金 3,412 3,617
　 その他 538 389
　 貸倒引当金 △2,343 △2,766
　 投資損失引当金 △338 △900
　資産合計 67,518 76,013

科 目 第30期
2018年3月31日現在

（ご参考）
第29期

2017年3月31日現在

負債の部
流動負債 18,738 20,213
　 買掛金 7,448 12,421
　 短期借入金 4,040 －
　 関係会社短期借入金 2,306 2,400
　 1年内返済予定の長期
　 借入金 2,500 2,500
　 未払金 1,244 1,497
　 未払費用 20 23
　 前受金 317 727
　 預り金 459 256
　 前受収益 16 23
　 賞与引当金 132 180
　 資産除去債務 145 59
　 リース債務 24 22
　 その他 82 99
固定負債 11,929 13,554
　 長期借入金 7,257 9,757
　 退職給付引当金 571 486
　 長期預り保証金 2,990 2,961
　 資産除去債務 801 308
　 リース債務 17 39
　 繰延税金負債 291 －
　 その他 0 0
　負債合計 30,667 33,767
純資産の部
株主資本 36,191 44,090
　資本金 7,948 7,948
　資本剰余金 7,994 7,994
　 資本準備金 7,994 7,994
　利益剰余金 22,069 29,968
　 利益準備金 9 9
　 その他利益剰余金 22,060 29,959
　 別途積立金 20,000 20,000
　 繰越利益剰余金 2,060 9,959
　自己株式 △1,821 △1,821
評価・換算差額等 659 △1,844
その他有価証券評価差額金 659 △1,844
　純資産合計 36,851 42,246
　負債純資産合計 67,518 76,013
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損益計算書
（単位：百万円）

　

科 目 第30期
(2017 年 4 月 1 日から)2018 年 3 月31日まで

（ご参考）
第29期

(2016 年 4 月 1 日から)2017 年 3 月31日まで
売上高 50,570 64,155
売上原価 41,681 50,079
　売上総利益 8,888 14,075
販売費及び一般管理費 15,934 19,761
　営業損失（△） △7,045 △5,685
営業外収益 1,233 990
　受取利息 119 109
　有価証券利息 2 0
　受取配当金 173 443
　仕入割引 129 159
　受取賃貸料 0 66
　投資有価証券運用益 － 0
　出資分配金 186 67
　投資損失引当金戻入益 562 －
　その他 60 142
営業外費用 619 518
　支払利息 77 41
　出資金償却 191 158
　関係会社貸倒引当金繰入額 306 30
　資金調達費用 5 186
　その他 37 100
　経常損失（△） △6,430 △5,213
特別利益 3,023 428
　固定資産売却益 555 413
　関係会社株式売却益 1,606 －
　関係会社貸倒引当金戻入益 813 －
　その他 48 15
特別損失 2,792 7,309
　固定資産売却損 0 286
　固定資産除却損 117 215
　投資有価証券評価損 2,185 －
　関係会社貸倒引当金繰入額 － 2,748
　減損損失 335 620
　関係会社株式評価損 136 2,560
　関係会社債権放棄損 － 716
　その他 17 161
税引前当期純損失（△） △6,199 △12,094
法人税等 40 1,465
　法人税、住民税及び事業税 40 42
　法人税等調整額 － 1,422
当期純損失（△） △6,239 △13,559
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会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

2018年５月10日
フィールズ株式会社
　 取締役会 御中

三優監査法人
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 小 林 昌 敏 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 岩 田 亘 人 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、フィールズ株式会社の2017年４月１日か
ら2018年３月31日までの第30期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

　

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ
の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。

　

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細
書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書
　当監査役会は、2017年４月１日から2018年３月31日までの第30期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、監査の方針、監査計画等に従い、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告

を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、取締
役、監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において
業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役
等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なもの
として会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容
及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等
からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表
明いたしました。
なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び三優監査法人から当該内部統制の評価
及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会
計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
(１)事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと
認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら
れません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部
統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

(２)計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人三優監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(３)連結計算書類の監査結果
会計監査人三優監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2018年５月10日
　
　 フィールズ株式会社 監査役会

常勤監査役 池 澤 憲 一 ㊞
監 査 役 古 田 善 香 ㊞
監 査 役 中 元 紘 一 郎 ㊞

（注）上記３名は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。

以 上
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開催日時
2018年６月20日（水曜日）　13時

開催会場
セルリアンタワー東急ホテル
B２F ボールルーム
東京都渋谷区桜丘町26番１号

電話番号
03-3476-3000（代表）

株主総会会場ご案内図

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

※受付開始は、12時を予定しております。

本年は開始時刻が変更となっております。
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● JR山手線  ● JR埼京線  ● JR湘南新宿ライン  ● 東急東横線
● 東急田園都市線  ● 京王井の頭線  ● 東京メトロ銀座線
● 東京メトロ半蔵門線  ● 東京メトロ副都心線

渋谷駅（JR南改札）より
徒歩5分交通のご案内

徒歩経路

セルリアンタワー
東急ホテル
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